
開催概要

■ 対象者: 高校生 性別は問いません。 ■ 定員: 20名 ※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。

■ 日時: 2025年7月23日 (水) 13:00~17:00 (受付や休憩時間を含む)
■ 会場: 株式会社日建設計 東京本社ビル (東京都千代田区飯田橋２丁目１８－3 日建設計東京本社ビル3F PYNT)
■ 講師: 日建設計 金子 公亮 / 山下 朋文 企画：広報室

■ 参加費 無料 ※交通費は各自でご負担をお願いいたします。  ■ 申込期間: ~7月16日(水)

お申込み方法
こちらのフォームに、学校名、学年、お名前、ご連
絡先（電話・メールアドレス）を入力の上お送りく
ださい。フォームが開かない等の場合は、広報室
福山宛てにメールまたはお電話でお申し込みくだ
さい。
※個人情報はこのイベント以外の目的で使用することはございません。

イベントページ
こちらのQRコードから弊社ウェブサイト
イベントページをご覧いただけます。

問い合わせ先（担当者）：日建設計　広報室・福山　Tel. :03-5226-3030(代表)　E-mail:webmaster@nikken.jp 

夏のリコチャレ 2025
2025年7月23日（水）13:00~17:00

「設計事務所体験」に参加しませんか
建築材料を循環させる方法を考えるワークショップ

資源の有効活用を促進して廃棄物を最小化する設計・デザインに挑戦しよう！
-サーキュラーエコノミー（循環型経済）を推進する、建築の「サーキュラーデザイン」ワークショップ-

(1)　サーキュラーエコノミー時代に建築設計ができること
① 設計事務所の仕事紹介
② 循環型経済を推進する持続可能な建築デザインや方法論
③ 日建設計東京本社ビル改修フロア(3F PYNT)の見学

(2)　東京オリンピックの選手村ビレッジプラザの取り組みを題材に、建築材料の循環について学びます。
　　  デザイン、分解しやすさ、再利用を考慮した模型を作成し、持続可能な建築の未来を探ります。

テーマ

内容



テーマへの思い
私たちが直面する環境問題は、地球上の一人一人が考えていかなければならない社会課題のひとつです。ワークショップでは、限られ
た資源を有効に使うため、設計段階から解体しやすさや分解しやすさを考え、廃棄物を出さずに資源を循環させる「サーキュラーエコノ
ミー（循環型経済）について学びます。この考えに基づいて設計された東京オリンピックの「選手村ビレッジプラザ」での取り組みを理
解し、もう一度使うために必要な方法を模型によるワークショップを通じて考えます。
日建設計東京ビルは、2023年4月に、１～４階を改修、新たにオープンしました。環境にやさしい自然素材に加え、サーキュラーエコノ
ミ ーの考え方を実践して再生した素材や製品を積極的に使用しています。このオフィスを実際に見学していただき、私たち建築士が
毎日の仕事で行うデザイン構想の一端を体験することで、建築設計という仕事の意義を感じていただけると思います。建築設
計は、ただ建物を作るだけではなく、社会に貢献し、未来を形作る重要な役割を担っています。一緒に、新たな価値を創出し、未
来の建築と環境の課題解決につなげていきましょう。

ご留意事項
お申込みをいただいた方には、メールにて当日の詳細をお送りいたします。 3日前までにメールが届かない場合には、お手数です
が、 日建設計 広報室 福山 までご連絡ください。イベントの様子の撮影や記念の集合写真撮影を行います。 撮影した写真は、弊社
ウェブサイトや冊子等に掲載の可能性がございます。 当日は新聞や雑誌などのマスコミが取材に入る可能性がございます。 
また、イベントの様子・写真などがメディアに掲載される場合がございます。

リコチャレとは 
理工チャレンジ(リコチャレ)とは、中高生・学生の皆さんが、理工系分野に興味・関心を持ち、将来の自分をしっかりイメージして進路選
択 (チャレンジ）することを応援するため、内閣府男女共同参画局が中心となって行っている取り組みです。
内閣府男女共同参画局 理工チャレンジ:http://www.gender.go.jp/c-challenge/　

日建設計は、建築、土木の設計監理、都市デザインおよびこれ
らに関 連する調査・企画コンサルティング業務を行うプロフェッ
ショナル ・サービス・ファームです。「価値ある仕事によって社会
に「貢献する」という基本理念を尊重し、1900年の創業以来120 
年にわたって、社会の要請とクライアントの皆様の様々なご要望に
お応えすべく、顕在的 ・ 潜在的な社会課題に対して解決を図る
「社会環境デザイン」を通じた価値創造に取り組んでいます。

東京都千代田区飯田橋２丁目１８－3　日建設計東京本社ビル3F PYNT 
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山下 朋文 | Tomofumi Yamashita
エンジニアリング部門サスティナブルデザインG。
デンマークに2年滞在し、建築業界のアップサイ
クルを推進するスタートアップに勤務。現在は建
物のストック活用のコンサルティングを行う他、
建築のサーキュラーデザインの実践・研究を進め
る。

金子 公亮 | Noriaki Kaneko
設計監理部門設計Gダイレクター。資源枯渇と廃
棄物処理の課題解決に資する循環型建築の実現
に向けた活動「Circular Design Collective」を
主宰。愛着と循環をキーワードに、自ら実践者と
して、建築家だからこそできるサーキュラーデザ
インを追求している。

講師




